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研究成果の概要（和文）：我が国の交通産業には社会厚生の観点からみて必ずしも望ましいとはいい難い市場構造が未
だ存在する。交通政策は経済全体への波及効果が非常に大きいのでこれを最適化することは重要な政策課題であるとの
視点に立ち、本研究では主として都市と地方を結ぶ複数の交通機関からなる広域の交通ネットワークにおける競争およ
び市場構造の影響を明らかにするとともに、これらの交通機関が地域分割や上下分離などさまざまな形態で構造分離・
民営化され互いに戦略的行動をとった場合の社会厚生の変化およびそこからの社会的最適の達成に必要な政策について
、最近開発された計量経済学のツールを用いることにより分析した。

研究成果の概要（英文）：Transportation industry and policy in Japan still retains some aspects of 
suboptimal state from the perspective of social welfare. Transportation policy possesses major impact on 
the social welfare, and hence is important to optimize. This research project analyzed the impact of 
market competition and structure on multi-modal inter-city transport services, thus identifying the 
causal effect of regional monopolization and vertical integration and disintegration of transport service 
providers who behave strategically each other. Specifically, we use difference-in-difference and other 
recently developed econometric methods to pursue the above-mentioned research objectives.
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１． 研究開始当初の背景 

 

近年の規制緩和と自由化の流れの中で交

通などのネットワーク型の社会基盤産業

においても市場原理を用いた競争促進的

な制度や政策への転換が行われてきた。

しかし、我が国の交通産業には社会厚生

の観点からみて必ずしも望ましいとはい

い難い市場構造が未だ存在する一方で、

交通政策は経済全体への波及効果が非常

に大きいのでこれを最適化することは重

要な政策課題である。 

 

 

２． 研究の目的 

 

上述した視点に立ち、本研究では都市と

地方を結ぶ交通機関や広域交通ネットワ

ーク、あるいは各地域における物流サー

ビス供給主体が地域分割や上下分離や構

造分離・民営化、さまざまな形態の行政

制度、互いに戦略的行動をとった場合な

どの利用者費用や価格、生産の効率性な

どの重要な変数に対する影響について分

析する。 

 

３． 研究の方法 

 

研究の方法としては実証研究については

Difference-in-Difference（差の差の検

定）やベイズ推定を用いた空間計量経済

学的手法、およびデータ包絡法による生

産効率生の分析などをおこなった。 

 

４． 研究成果 

 

上述した研究課題のうちとくに広域交通

ネットワークにおける産業構造変化の利

用者費用への影響の分析については、下

記のとおりである。そもそも日本におけ

る都市間鉄道は 1987 年に基本的に幹在

一体で地域分割民営化された。その際に

例外として東海道新幹線については全区 

間を東海旅客鉄道(JR東海)が運営を行う

のに対し、東京熱海間は東日本旅客鉄道

(JR 東日本)が、米原大阪間については西

日本旅客 鉄道(JR 西日本)が並走する在

来線の運営をおこなうこととなった。こ

れにより当該区間については幹在複占の

状況が、また熱海米原間については幹在

独占の状況が生じた。本年度は本研究課

題の最終年度として、このような背景の

もとでこれらの異なる競争条件が利 用

者費用および都市間鉄道の価格にどのよ

うな効果の差異をもたらしたのかについ

て分析を行った。具体的には、上述した

複占地域と独占地域のそれぞれで完結す

る発着地のペアを観測単位として新幹線

によるトリップの所要時間と金銭的費用

のデータを1986年と 1996 年の 2時点間

について収集し、差の差の検定を用いて

分析した。結果として、複占による競争

の増加は、独占的サービス供給が行われ

ている区間にくらべて利用者費用および

価格の両方が相対的に有意に低下してい

ることや、とくに利用者の時間費用がそ

の低下の大きな部分を閉めることが明ら

かになった。  またこれと並行して在来

線についても同様の分析を行った。具体

的には独占地域と複占地域のそれぞれに

ついて在来線の駅を発着地 とするペア

を観測単位とするデータセットを国鉄民

営化前後の 2 時点について構築し、在来

線によるトリップの価格と時間費用を非

説 明変数として差の差の検定を行った。

この分析の結果においては時間費用の変

化に優位な違いはなかったが、複占によ

り競争が促進された地域では鉄道サービ

スが幹在一体で独占的に供給されている

地域にくらべて運賃が有意に低いことが



明らかとなった。その他の研究成果につ

いては刊行済みの論文等に詳しい。 
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